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国民健康保険
特 集 号

納税通知書を
７月８日（金）
発送予定

　国民健康保険（国保）は、加入者の皆さんに納めていただく国民健康保険税（国保税）をはじめ、国などの公費負担など
を収入源としています。またこれに加え、市の一般会計から多額の仕送りを受けて国保財政を維持しています。
　今後、歳入面では国保税収入は減少し、歳出面では１人当たりの医療給付費は増加が見込まれることなどから、国保税の
税率を改定することになりました。持続可能な医療保険制度を維持するための改定ですので、ご理解をお願いします。

　国保は、ほかの健康保険に比
べ、収入が少ない方や高齢の方
が多く、国保財政は構造的な課
題を抱えています。そのため、
国保に加入していない方も含め
た市民の皆さんから仕送りをし
てもらい運営しています。

国保税収入の推移（現年分）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

36億円

35億円

34億円

33億円

32億円

　国保加入者数の減少を受け、国保
税収入は減少しています。

１人当たり医療費の推移

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

30万円

28万円

29万円

27万円

26万円

　加入者の高齢化や医療の高度化な
どの要因により１人当たりの医療費
は増加しています。

一般会計からの仕送り（繰入金）

　世帯主（国保に加入していない世帯主を含む）と加入者の総所得金額等が一定以下
（下表）の世帯は均等割額が軽減されます（７割・５割・２割軽減）。この制度の所得
基準額が拡充されました。税額決定時に自動的に計算されるため、申請は不要です。
軽減対象の世帯所得基準額一覧

平 成２７年 度平 成２８年 度
３３万円以下３３万円以下（変更なし）７割軽減
３３万円＋加入者数等×２６万円以下３３万円＋加入者数等×２６万５千円以下５割軽減
３３万円＋加入者数等×４７万円以下３３万円＋加入者数等×４８万円以下２割軽減

国民健康保険税の
税率などを改定
国民健康保険税国民健康保険税のの
税率などを改税率などを改定定

一般会計からの繰入金の推移

平成25年度 平成26年度 平成27年度

27億円

26億円

25億円

24億円

23億円

国保税率改定の背景
　税率と課税限度額を下表のとおり改定しました。

税率と課税限度額の改定一覧
平成２７年度平成２８年度
４．７８％５．３５％所 得 割 額

医療保険分
３．２０％廃　止資 産 割 額
１９，５００円２２，５００円均 等 割 額
１，８００円廃　止平 等 割 額
５１万円５２万円課税限度額
１．６７％１．８５％所 得 割 額

後期高齢者
支 援 金 分 ９，８００円１０，９００円均 等 割 額

１６万円１７万円課税限度額
１．２０％１．２７％所 得 割 額

介護保険分
（４０〜６４歳の方） １４，９００円１５，６００円均 等 割 額

１４万円１６万円課税限度額

低所得世帯への軽減を拡充

　これまで国保税のうち医療保険分は、所得割額・
資産割額・均等割額・平等割額の四方式で課税して
きましたが、平成２８年度からは、所得割額・均等割
額の二方式で税額を計算します。

税率と課税方式の改定内容

問合せ 保険年金課 ☎042（346）9530保険税担当


